

































































































































































しかしながら、浅野清氏と鈴木嘉吉氏は、科長神社東の寺院址から出土 た瓦を当麻寺の瓦よりも新しいとみており、この寺院址 出土遺物からは万法蔵院の跡であることを示すも が出土 ていないため、当麻寺に先行する寺院が河内国山田郷にあったという記事は事実とはみなし難いとい
う（６）
。福山氏も、寺院遷造の内容が摂津四天














































信用するなら、金堂 を受けてい いようである。また、金堂の弥勒坐像が今も伝わっていることを考える 、治承の兵乱の際に脇侍だけが被害を受けたとは考えられない。おそらく、脇侍は治承の兵乱とは関係なく『建久御巡礼記』 成立前に損壊していた であろう。 『建久御巡礼記』の撰者は当時の当麻寺 弥勒坐像だけが安置されていたため、創建当初の仏像 して弥勒のみを記 たのではなかろうか。　
以上、 『建久御巡礼記』の当麻寺創立事情について検討してきた。
























にはもみあげを長くつくる。眼は、上瞼の線が目頭からすぐ直線状になり、目尻に向かって伸び 一方 下 は 緩やかな凹曲の弧線を描き、目尻で上瞼と合流する。眉はゆるやかな弧線を描きながらそのまま鼻梁に繋がる。鼻梁は直線的にあらわし、鼻孔はつくら い。人中は浅くあらわす。上唇は山形にし、下唇に比べてわずかに前へ突き出す。下唇はほぼ直線を描き、口角で上唇と合流する。耳は側頭部の地髪部に沿って小さく表現しており、耳殻の周りを丸みのある紐状の縁取りで耳形をつくり、耳朶に 小さな孔を穿つ。頸は極端に短い猪首である。三道は らわさない。　
体軀をみていくと、上半身は丸く厚みのある肉付きである。肩は







































































































が安置されている。この軍威像は、矩形台座に結跏趺坐し 右手は降魔触地印 左手は膝の上に掌を上におく如来 である。以下 頭部から順に観察していく。　
まず、頭部は面長である。地髪部は高く盛り上げ、肉髻は大きく



















弥勒坐像が円い顔で 軍威像は長方形 顔である。また、弥勒坐像には螺髪をつくるが、軍威像は素髪である。眼の表現をみると、弥勒坐像 切れ長のすっきりした形状だが、軍威像は腫れぼったい印象を受ける。鼻梁も、弥勒坐像は人間の鼻に近く立体的な であるが、軍威像の場合は平面的である。そして、明らかに異なる造形感覚をみせるのが頭部側面観（
図４
）である。耳は、弥勒坐像の方
は地髪部に沿って小さくつくるが、軍威像は単純なかたちを長大につくり、耳殻や耳朶の表現においても弥勒坐像が軍威像より遥かに写実的である。また、弥勒坐像はもみあげをつくるが、軍威像では完全に無視されている。以上、両像の頭部を比較してみたが 頭部が大きいという印象以外は まった 違う表現がなされているのである。　
つぎに、体軀を比較したい。まず、弥勒坐像は胸が厚く









かし、弥勒坐像は像のまとう衣から裳裾を直接垂らしているが 軍威像は像のまとう衣と裳裾が別々につくられている ま 、弥勒坐像は須弥座であるが、軍威 は横長の直方形であり 弥勒坐像の方が軍威像より遥かに洗練されている。　
以上、弥勒坐像と軍威像の形状を比較してきたが、両像は頭部が
大きいこと以外にまったく共通点 見当たらない 結論するにいたった。単純な矩形を積み上げる軍威像に対して、未熟ながらも写実的表現を目指す弥勒坐像は、作者のより進んだ造形感覚を見出すことが出来る。また両像は、頭部 胴体、膝部、台座などにみられる形状の違いから、眼、鼻、耳 口、もみあげ 着衣法、衣文現などの様式にまで違いがみとめられるので、両 は ったく系統
を異にするとしか思えない。　
松原氏は軍威像を弥勒坐像の源流であるとする根拠として、両像
は頭部、胴部、膝部の三部分が積み重ねたブロック的な構成であり、両像には中国の隋様式があらわれていると述べている。また、松原氏は、両像の特色として、腰をゆったりおろした重厚な感じ、頭部が大きいこと、胴体の上下がつまった、やや前かがみの姿態、両肩は張り、胸部は厚く盛り上がっ いる、全体的な造形は矩形であことを取 あげている。確かに軍威像は抑揚がない造形表現からブロック的構成という表現が通用すると考えられ 弥勒坐像の体軀にみられる抑揚ある造形表現や立体感あふれる下半身には、ブロック的構成という表現からは遠いように思わ 。松原氏 軍威像が弥勒坐像の源流であると述べて るが、これは両像を詳細に観察せずに軍威像にみられる印象的な特徴をただ弥勒坐像にあてことによって生じた見解であり、客観 比較がなされた結果とは考えられない。　
また、弥勒坐像の造形表現と類似する作品が日本にないことから





































































































































































































































護国寺本『諸寺縁起集』 （文暦二年、一二三五） 、 『上宮太子拾遺記』 （嘉
禎三年、 二三七） 、 『古今著聞集』 （建長六年、一二五四）にも聖徳太子を絡めて推古朝に創建したという記事がみえる。
（４）













当麻寺の遷造年次については、 『建久御巡礼記』 、 『諸寺建立次第』に白
鳳九年（六八一） 、仁和寺蔵「大和国当麻寺縁起」 白鳳十二年（六八一） 、『私聚百因縁集』に天武白鳳二年（六七三） 、 『元亨釈書』に白鳳二年（六七三） 、 条家本『当麻寺流記』 、 『上宮大使拾遺記』 、 『和州当麻寺極楽曼荼羅縁起』には天武朱雀 年（六九二） 、と複数存在する。
（９）
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軍威石窟像および龍門石窟薬方洞像との造形比較―」 （ 『博物館年報』二七、一九九五年） 。
（
31）
小杉一雄「塑壁考」 （ 『東洋学報』二五―二、一九三八年） 。
（
32）






















































































西川新次「当麻寺金堂試考」 （ 『考古学雑誌』四六―二、一九六〇年） 。
（
19）









小林剛「白鳳彫刻史論」 （ 『考古学雑誌』三〇―八、一九四〇年） 。
（
22）











―」 （ 『美術研究』二五〇、一九六六年） 。
（
26）
毛利久「当麻寺弥勒仏像と新羅様式」 （ 『日本 中の朝鮮文化』二〇、一
九七三年） 。
（
27）
毛利久「白鳳彫刻の新羅的要素」 （ 『新羅と飛鳥・白鳳の仏教文化』吉川
弘文館、一九七五年） 。
（
28）
さらに毛利氏は、 『大和古 大観』においても既出論文同様の見解を示し
た（毛利久、註（
10）前掲書） 。
（
29）
佐藤昭夫、註（
13）前掲論文。
（
30）
山本謙治「当麻寺金堂弥勒如来坐像について―毛利久説の再検討 朝鮮
一八八
一九八八年
図６
　
川原寺裏山遺跡出土方形三尊塼仏
　　
奈良国立博物館編『飛鳥の塼仏と
塑像―川原寺裏山出土品を中心に―』奈良国立博物館、一九七六年
（
48）
小田富士雄「地方寺院の存在形態」 （岡崎敬・平野邦雄編『古代の日本』
角川書店、一九七一年） 、稲垣晋也「古瓦よりみたる飛鳥・白鳳期の寺院」（岡崎敬・平野邦雄編、同） 。
（
49） 『日本書紀』推古三十二年（六二四）九月三日条によると、推古三十二年の時点で日本の寺院数は四十六寺であったというが、 『扶桑略記』持統六年（六九二）九月条によると、持統六年当時の諸寺はおよそ五百四十五寺があったという。
（
50）
松島健・河原由雄、註（５）前掲書。
（
51）
石田茂作「美濃弥勒寺の発掘」 （ 『ミュージアム』三六・三七・三八、一
九五四年） 。
（
52）
八賀晋「地方寺院の成立と歴史的背景 考古学研究』二〇―一、一九
七三年） 。
（
53）
難波田徹「塼仏について」 （註（
36）前掲書）
（
54）
亀田菜穂子「塑像と古代寺院 『網干善教先生華甲記念考古学論集 網
干善教先生華甲記念会、一九八八年） 。
（
55）
葛城市歴史博物館『輝く美の塼仏』 （葛城市歴史博物館特別展図録第九
冊）葛城市歴史博物館、二〇〇八年。
（
56）
森郁夫「瓦」 （註（
10）前掲書） 、毛利久、註（
10）前掲解説。
【図版出典】図１、３、４
　
当麻寺金堂弥勒仏坐像
　　
毛利久編『大和古寺大観』二（当麻
寺） 、岩波書店、一九七八年
図２
　
軍威石窟三尊仏像
　　
『世界美術大全集
　
東洋編』一〇、小学館、一九
九八年
図３、４
　
軍威石窟三尊仏像中尊
　　
児島大輔氏撮影
図５、６
　
当麻寺出土の瓦と塼仏
　　
毛利久編『大和古寺大観』二（当麻寺） 、
岩波書店、一九七八年
図５
　
川原寺創建瓦
　　
京都国立博物館編『畿内と東国の瓦』京都国立博物館、
